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一般社団法人日本原子力産業協会 

 

 

今日、世界は 2 つの大きなエネルギー問題に直面している。脱炭素化の目標を達成

することと、世界中のすべての人々と企業が、信頼できる安価なエネルギーにいつ

でもアクセスできる公平な機会を確保することである。 

 

緊急性を増す気候危機とエネルギー価格の不安定さがあいまって、原子力技術の重

要性に注目が集まっている。原子力は地球環境の持続可能性に関するコミットメン

トを達成するために不可欠であると同時に、世界のエネルギー安全保障のための重

要な資産でもある。ウクライナでの戦争の影響で深刻化したエネルギー危機により、

エネルギー安全保障とクリーンエネルギーへの移行の取組が不可分であることが明

確となった。 

 

脱化石燃料という G7 のコミットメントには、低炭素技術への投資とともに、クリー

ンで確実なエネルギーシステムへの移行をさらに加速させる強力な政策が必要とな

る。原子力と再生可能エネルギーを組み合わせることで、電力部門の急速かつ長期

的な脱炭素化が達成可能な目標になることが明らかになっている。 

 

原子力は、脱化石燃料と公正かつ公平なエネルギー移行を目指す国々にとって、す

ぐに利用可能で、安価な、クリーンかつ信頼性の高い解決策である。原子力発電所

の建設・運転によって、何千人もの高度な技術を必要とする雇用を生み出し、サプ

ライチェーンを支え、地域経済を活性化させる。 

 

発電のみならず、原子力技術は熱供給や水素製造を通じて、輸送、化学、鉄鋼など

他の経済部門の脱炭素化にも大きな可能性を持っている。 

 

https://cna.ca/
https://www.nucleareurope.eu/
https://www.jaif.or.jp/en/
https://nei.org/home
https://www.niauk.org/
https://www.world-nuclear.org/


 

 

よって我々は、G7 のリーダーに対し、以下の通り原子力技術の活用に対する支援を

求める。 

 

1. 現在世界中で稼働している原子炉の運転期間を可能な限り延長するよう奨励する

ことと、稼働可能な原子炉の再稼働を支援することにより、脱炭素化およびエネル

ギー安全保障への貢献を最大化すること。国際エネルギー機関（IEA）によれば、既

存の原子炉の運転期間を延長することは、さらなる低炭素電源を確保するために最

も費用の少ない方法であるとされている。 

 

2.国および国際的なグリーン資金調達政策の枠組みに原子力を含めること。原子力

産業が気候変動との世界的な闘いの中で重要な役割を果たすことを金融界に明確に

示す政策を実施すべき。これは G7 諸国だけでなく、エネルギー需要の劇的な増加に

伴い化石燃料からの転換を図るため、近代的かつ革新的な手段を求めている途上国

経済においても重要である。 

 

3.実用的な政策手段と効率的な規制枠組みに支えられた新規原子力設備容量の野心

的な目標を設定し、将来のエネルギー供給に対するさらなる原子力技術の貢献にコ

ミットすること。 

 

4.発電部門を超えてより深く広範な脱炭素化を実現するために、原子力が利用でき

る分野を拡大する小型モジュール炉や他の先進的原子炉を含む新たな原子力技術の

開発を支援すること。 

 
 


